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○意見内容： 
「熱源設備の更新によるヒートポンプの導入」について 
１．「ヒートポンプの導入」では、その冷媒として現在多くの機器で HFC を使用しており、

使用時漏洩が非常に大きく、廃棄時回収も実効が全くあがっていない。「ヒートポンプの導

入」にあたっては、CO2 排出削減のみならず、HFC の排出増加も考慮したうえでの真の温

室効果ガス削減量を算出すべきである。HFC 等冷媒について後年の排出可能性も考慮した

モニタリング、保守的なクレジット発行が必要である。（後年の排出の際にはクレジット補

填義務を持たせることや、HFC 漏えい予想量を超える CO2 削減のみをクレジット発行す

るなど） 
 
２．「条件５：プロジェクトの採算性がない、又は他の選択肢と比べて採算性が低いこと。

（例えば、投資回収年数が３年以上であること）」について、投資回収年数が３年では必ず

しも「採算性が低い」とは言えず、より厳しい設定として真に追加性があることを求める

べきである。（例えば、IRR が一定値以上であることも条件とするなど。業界慣行をみたう

えで、個別企業の投資意思決定におけるクレジット売却益の重要性など） 
 
３．モニタリングのパラメータとして、「メーカーの作成するカタログ値に記載される COP
（APF)を利用する」とあるが、最近メーカーが作成する COP や APF のカタログ値は信頼

性に欠け、実使用時の効率から遠く乖離しているとの指摘もあるから採用するべきではな

い。 
 
「空調設備の圧縮機の更新」について 
４．「空調設備の圧縮機の更新」では、空調設備の冷媒として HFC を採用している場 



合がほとんどで、使用時漏洩が非常に大きく、廃棄時回収も実効が全くあがっていな 
い。圧縮機の更新で省エネ効率が高まれば冷媒量も増量されていることが懸念され 
る。よって、HFC 等冷媒について後年の排出可能性も考慮したモニタリングが必要で 
ある。同上 
 


